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A

年間輸送人員目標73,000
人に対して、輸送実績は
79,973人、目標収支率は、
87.92％に対し、実績は、
88.23％であり、輸送人員は
目標、収支率ともに目標に
達した。

人々の生活様式が変化している昨今にお
いて、事業として大変厳しい状況に立たさ
れている。今後の見通しも不透明な中だ
が、地域住民の生活において欠かせない
路線であるため、利用者の更なる獲得に向
け引き続き地域と連携し、利用促進を図っ
ていく。その中で効率の良い輸送を目指
し、運行回数・系統の見直しの検討を行い
収支率の更なる改善を図る。

富士急モビリティ株式会社

新松田駅～小田原駅
（第一生命・西大友）の区間を
運行
※　車両減価償却費国庫補助
金交付対象

広域バスマップの作成・配布を
行うとともに、HPへのナビタイ
ムの導入実施や、地元広報誌
において利用促進特集を実
施、バスロケーションシステム
の導入による利用促進を図る
などの取組を行った。
また、企業による定期券一括
購入も行っている。

A
計画に位置付けられたとお
り、適切に実施された。

年間輸送人員目標54,000
人に対して、輸送実績は
56,683人、目標収支率は、
67.89％に対し、実績は、
68.86％と、輸送人員・収支
率ともに目標に達した。

人々の生活様式が変化している昨今にお
いて、事業としても大変厳しい状況に立た
されている。今後の見通しも不透明な中だ
が、地域住民の生活において欠かせない
路線であるため、利用者の更なる獲得に向
け引き続き地域と連携し、利用促進を図っ
ていく。その中で効率の良い輸送を目指
し、運行回数・系統の見直しの検討、梅祭
り開催時の増便運行の強化を行い収支率
の更なる改善を図る。

富士急モビリティ株式会社

新松田～小田原
（下曽我経由）の区間を運行
※　車両減価償却費国庫補助
金交付対象

広域バスマップの作成・配布を
行うとともに、HPへのナビタイ
ムの導入実施や、地元広報誌
において利用促進特集を実
施、バスロケーションシステム
の導入による利用促進を図る
などの取組を行った。
また、企業による定期券一括
購入も行っている。

A
計画に位置付けられたとお
り、適切に実施された。

A
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